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241 アトニン-O注5単位 ○ ○ ○ R2.6

249 ジノプロスト注射液1000μg 1mL「F」 ○ ○ ○ ○ R2.6

323 ハイカリック液１号700mL ○ ○ ○ R2.6

325 アミパレン輸液200ｍＬ ○ ○ ○ R2.6

325
エルネオパNF1号輸液1000mL、同1号輸液1500mL、同1号輸液2000mL、同2号輸液1000mL、同2号
輸液1500mL、同2号輸液2000mL

○ ○ ○ R2.6

325 テルフィス点滴静注500mL ○ ○ ○ R2.6

325 パレプラス輸液500mL(科限) ○ ○ ○ R2.6

325 ビーフリード輸液500mL ○ ○ ○ R2.6

325 プレアミンP注200mL ○ ○ ○ R2.6

721 オイパロミン300注50mL、同注100mL ○ ○ R2.6

721 オイパロミン370注シリンジ100mL ○ ○ R2.6

721 イオパミロン370注50ｍＬ ○ ○ R2.6

721 イオプロミド300注シリンジ100mL「FRI」 ○ ○ R2.6

721 プロスコープ300注シリンジ100mL ○ ○ R2.6

721 オムニパーク240注100mL、同300注50mL、同350注50mL、同350注100mL ○ ○ R2.6

721 オムニパーク300注シリンジ100mL、同300注シリンジ150mL、同350注シリンジ100mL ○ ○ R2.6

721 オプチレイ320注100mL、同350注100mL ○ ○ R2.6

721 オプチレイ320注シリンジ75mL、同320注シリンジ100mL、同350注シリンジ100mL ○ ○ R2.6

721 イオメロン300注シリンジ100mL、同350注シリンジ100mL、同350注シリンジ135mL ○ ○ R2.6

114
339

アスピリン原末「マルイシ」 ○ R2.6

114
339

バイアスピリン錠100mg ○ R2.6

131
132

ベタメタゾンリン酸エステルNa・PF眼耳鼻科用液0.1%｢日点｣ ○ ○ R2.6

131
132

点眼・点鼻用リンデロンＡ液5mL/本 ○ ○ R2.6

232 ラベプラゾールナトリウム錠10mg「トーワ」 ○ R2.6

235 スインプロイク錠0.2mg ○ R2.6

245 プレドニン錠5mg ○ R2.6

245 プレドニゾロン錠1mg(旭化成) ○ R2.6

245 プレドニゾロン錠2.5mg「NP」 ○ R2.6

245 水溶性プレドニン20mg ○ R2.6

245 ベタメタゾン錠0.5mg「サワイ」 ○ R2.6

245 リンデロン注2mg ○ R2.6

311 エディロールカプセル0.5μg（院外）、同カプセル0.75μg ○ R2.6

1
2

https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2414400A1044_1_12/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2499401A2093_1_03/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3239502X1020_1_11/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3253406A4034_1_06/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3259533G1029_1_04/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3259533G1029_1_04/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3253404A3063_1_03/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3259532G1024_1_04/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3259529G1030_1_08/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3253412A2029_1_11/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219412A2076_1_08/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219412G1048_1_12/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219412A2068_2_10/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219418G1045_1_10/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219418G1037_2_07/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219415A1030_2_02/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219415G1050_2_02/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7219416A8030_5_02/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/1143001X1236_1_08/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3399007H1021_1_18/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/1315706Q2129_1_02/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/1319813Q1049_2_02/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2329028F1112_1_15/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2359007F1020_1_03/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2456001F1310_4_02/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2456001F1345_2_23/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2456001F1361_2_08/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2456405D1027_2_03/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2454004F2081_2_11/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2454404A1064_2_03/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3112006M1022_2_12/?view=frame&style=XML&lang=ja
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323 ハイカリックＲＦ輸液500mL ○ R2.6

429 ラパリムスゲル0.2%（院外） ○ R2.6

634 献血グロベニン-Ⅰ静注用2500mg50mL、同静注用5000mg100mL ○ ○ R2.6

721 リピオドール480注10mL ○ R2.6

721 ウログラフイン注60%20mL ○ R2.6

721 ガストログラフイン経口・注腸用 ○ R2.6

https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3239527A1036_1_04/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/4291700Q1028_1_05/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/6343402X1075_1_16/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7211404X1037_1_08/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7214400A2034_2_08/?view=frame&style=SGML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/7211001X1030_2_08/?view=frame&style=SGML&lang=ja


【1-2】添付文書の改訂（新記載要領）
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249 プロスタグランジンE2錠0.5mg 「科研」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ R2.6

212 オノアクト点滴静注用50mg(科限) ○ ○ ○ ○ R2.6

213
249

サムスカOD錠7.5mg、同OD錠15mg、同顆粒1% ○ ○ ○ ○ ○ R2.6

229 フルティフォーム125エアゾール120吸入用 ○ ○ R2.6

245 デカドロン錠0.5mg、同錠4mg(科限) ○ ○ ○ R2.6

396 トラゼンタ錠5mg ○ ○ ○ R2.6

429 ボシュリフ錠100mg（患限） ○ ○ ○ ○ R2.6

624 ジェニナック錠200mg ○ R2.6

821 フェントステープ0.5mg 、同テープ1mg、同テープ2mg、同テープ4mg ○ ○ ○ ○ R2.6
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https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2499005F1030_2_08/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2499005F1030_2_08/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2499005F1030_2_08/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2123404D1033_1_08/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2139011D1022_1_08/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2290802G1023_1_08/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/2454002F1183_3_11/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/3969014F1024_1_19/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/4291036F1028_1_09/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/6241017F1022_2_06/?view=frame&style=XML&lang=ja
https://www.info.pmda.go.jp/go/pack/8219701S1025_1_22/?view=frame&style=XML&lang=ja


商品名

会社名

ヌーカラ皮下注用100mg
グラクソ・スミスクライン

デュピクセント皮下注300mgシリンジ

サノフィ
ラツーダ錠20mg

大日本住友製薬
ノクサフィル錠100mg

MSD
ロケルマ懸濁用散分包5g

アストラゼネカ
ベレキシブル錠80mg

小野薬品工業
カボメティクス錠20mg, 同錠60mg

武田薬品工業
ユリス錠1mg

持田製薬
ベオビュ硝子体内注射用キット120mg/mL

ノバルティスファーマ
エンハーツ点滴静注用100mg

第一三共
オフェブカプセル100mg, 同カプセル150mg

日本ベーリンガーインゲルハイム
コレクチム軟膏0.5%

日本たばこ産業
オゼンピック皮下注0.25mgSD, 同皮下注0.5mgSD

ノボ　ノルディスク　ファーマ
サムスカOD錠7.5mg, 同OD錠15mg, 同顆粒1%

大塚製薬
オノアクト点滴静注用50mg

小野薬品工業
※令和2年8月末現在（医薬品医療機器安全性情報 No.374参照）

ルラシドン塩酸塩 令和2年4月22日

ポサコナゾール 令和2年4月24日

【2】市販直後調査対象品目(当院採用薬)
市販直後調査とは・・・
　新医薬品が一旦販売開始されると，治験時に比べてその使用患者数が急激に増加するとともに，使用患者の状況
も治験時に比べて多様化することから，治験段階では判明していなかった重篤な副作用等が発現することがありま
す。このように新医薬品の特性に応じ，販売開始から6ヵ月間について，特に注意深い使用を促し，重篤な副作用が
発生した場合の情報収集体制を強化する市販直後調査は，市販後安全対策の中でも特に重要な制度です。
　現在実施中の市販直後調査については下記の通りです。
　副作用・感染症の報告については薬剤部医薬品情報管理室(内線6108)にご連絡下さい。

一般名 調査開始日 備考

トルバプタン 令和2年6月29日
効能
「抗利尿ホルモン不適合分泌症候群（SIADH）に
おける低ナトリウム血症の改善」

ランジオロール塩酸塩 令和2年6月29日
効能
「敗血症に伴う下記の頻脈性不整脈：心房細動,
心房粗動,洞性頻脈」

令和2年3月25日

デュピルマブ（遺伝子組換え） 令和2年3月25日
効能
「鼻茸を伴う慢性副腔炎（既存治療で効果不十
分な患者に限る）」

メポリズマブ（遺伝子組換え）

令和2年5月22日

セマグルチド（遺伝子組換え） 令和2年6月29日

デルゴシチニブ 令和2年6月24日

ニンテダニブエタンスルホン酸塩 令和2年5月29日
効能
「進行性線維化を伴う間質性肺疾患」

ジルコニウムシクロケイ酸
ナトリウム水和物

令和2年5月20日

トラスツズマブ デルクステカン
（遺伝子組換え）

令和2年5月25日

チラブルチニブ塩酸塩 令和2年5月20日

ブロルシズマブ（遺伝子組換え） 令和2年5月25日

ドチヌラド 令和2年5月25日

カボザンチニブリンゴ酸塩

4



商品名

会社名

フルティフォーム125エアゾール120吸入用
杏林製薬

アメナリーフ錠200mg
マルホ

オノアクト点滴静注用50mg
小野薬品工業

アバスチン点滴静注用100mg, 同点滴静注用400mg
中外製薬

オゼンピック皮下注0.25mgSD, 同皮下注0.5mgSD
ノボ ノルディスク ファーマ

※令和2年8月末現在（医薬品医療機器総合機構ホームページ　参照）

ベバシズマブ(遺伝子組換え) 更新

セマグルチド(遺伝子組換え) 更新

アメナメビル 更新

ランジオロール塩酸塩 更新

フルチカゾンプロピオン酸エステル
ホルモテロールフマル酸塩水和物

新規

【3】医薬品リスク管理計画（RMP）新規掲載・更新品目
　　(当院採用薬)
RMP(Risk Management Plan)とは...
　医薬品の安全性の確保を図るためには、開発の段階から市販後に至るまで常にリスクを適正に管理
する方策を検討することが重要です。近年、PMDA（医薬品医療機器総合機構）が発出している医薬品
リスク計画（以下、RMP）は、医薬品の開発から市販後まで一貫したリスク管理をひとつにまとめた
文書です。添付文書には治験時や市販後に確認されている副作用が記載されていますが、RMPには、
それに加えて重要な潜在的リスクや高齢者や小児などの不足情報が記載されています。
　今月、新規・更新掲載されたRMP対象品目については下記の通りです。

一般名 新規/更新

5

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/items-information/rmp/0001.html


6 
 

【4】新規採用医薬品情報(令和 2年 8月採用) 
はじめに 
令和 2年 7月薬事委員会にて新規に常用･診療科限定･患者限定･院外専用薬として採用された薬剤について、

順に採用身分と医薬品情報(一部)を掲載しています。既に他規格を採用中の薬剤及び同一成分薬の切り替えにつ
いては医薬品情報を省略しています。 

 

●処方オーダー 

【常用】 

（内用） 

ミネブロ錠 2.5mg 

 

【診療科限定】 

（内用） 

アーリーダ錠 60mg ※院外専用 

（外用） 

パルミコート吸入液 0.5mg 

 

【患者限定】 

オペプリム 

ピコプレップ配合内用剤 

 

【院外専用】 

（内用） 

ミネブロ錠 1.25mg 

セララ錠 50mg 

ディナゲスト錠 0.5mg 

スペリア錠 200mg 

レイアタッツカプセル 150mg 

ジゴシン錠 0.25mg 

モンテルカスト錠 5mg「KM」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●注射オーダー 

【診療科限定】 

スキリージ皮下注 75mgシリンジ 0.83mL 

ゴナックス皮下注用 240mg 

アイリーア硝子体内注射用キット 40mg/mL 

 

【患者限定】 

ソマチュリン皮下注 90mg 
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●処方オーダー● 

【常用】ミネブロ錠 2.5mg 

【禁忌】 

（1）本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

（2）高カリウム血症の患者もしくは本剤投与開始時に血清カリウム値が5.0mEq/Lを超えている患者［高カリウ

ム血症を増悪させるおそれがある。］ 

（3）重度の腎機能障害（eGFR 30mL/min/1.73m2未満）のある患者 

（4）カリウム保持性利尿剤（スピロノラクトン、トリアムテレン、カンレノ酸カリウム）、アルドステロン拮

抗剤（エプレレノン）又はカリウム製剤（塩化カリウム、グルコン酸カリウム、アスパラギン酸カリウム、

ヨウ化カリウム、酢酸カリウム）を投与中の患者 

【一般名】 

エサキセレノン 

【効能・効果】 

高血圧症 

【用法・用量】 

通常、成人にはエサキセレノンとして2.5mgを1日1回経口投与する。なお、効果不十分な場合は、5mgまで増量す

ることができる。 

【重大な副作用】 

高カリウム血症 

【重要な潜在的リスク】 

腎機能障害 

 

【科限・院外】アーリーダ錠 60mg 

【禁忌】 

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

【一般名】 

アパルタミド 

【効能・効果】 

遠隔転移を有しない去勢抵抗性前立腺癌 

遠隔転移を有する前立腺癌 

【用法・用量】 

通常、成人にはアパルタミドとして1日1回240mgを経口投与する。なお、患者の状態により適宜減量する。 

【重大な副作用】 

痙攣発作、心臓障害、重度の皮膚障害、間質性肺疾患 

【重要な潜在的リスク】 

心臓障害（虚血性心疾患を除く）、骨折 

 

【科限】パルミコート吸入液 0.5mg 

→異議申請のため、DI省略 
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【患限】オペプリム 

【警告】 

ショック時や重篤な外傷を受けた時には、一時的に投与を中止すること。 

【禁忌】 

（1）重篤な外傷のある患者［副腎抑制を起こすおそれがある。］ 

（2）スピロノラクトン、ペントバルビタール、ドラビリンを投与中の患者 

【原則禁忌】 

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

【一般名】 

ミトタン 

【効能・効果】 

副腎癌 

手術適応とならないクッシング症候群 

【用法・用量】 

通常成人1回1カプセル～2カプセル1日3回経口投与から開始し、有効量まで漸増し、以後、症状、血中・尿中ス

テロイド濃度、副作用等により適宜増減する。 

【重大な副作用】 

胃潰瘍・胃腸出血、紅皮症、認知症・妄想、副腎不全、低血糖、腎障害(尿細管障害)、肝機能障害・黄疸 

 

【患限】ピコプレップ配合内用剤 

→異議申請のため、DI省略 

 

【院外】ミネブロ錠 1.25mg 

【禁忌】 

（1）本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

（2）高カリウム血症の患者もしくは本剤投与開始時に血清カリウム値が5.0mEq/Lを超えている患者［高カリウ

ム血症を増悪させるおそれがある。］ 

（3）重度の腎機能障害（eGFR 30mL/min/1.73m2未満）のある患者 

（4）カリウム保持性利尿剤（スピロノラクトン、トリアムテレン、カンレノ酸カリウム）、アルドステロン拮

抗剤（エプレレノン）又はカリウム製剤（塩化カリウム、グルコン酸カリウム、アスパラギン酸カリウム、

ヨウ化カリウム、酢酸カリウム）を投与中の患者 

【一般名】 

エサキセレノン 

【効能・効果】 

高血圧症 

【用法・用量】 

通常、成人にはエサキセレノンとして2.5mgを1日1回経口投与する。なお、効果不十分な場合は、5mgまで増量す

ることができる。 
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【重大な副作用】 

高カリウム血症 

【重要な潜在的リスク】 

腎機能障害 

 

【院外】セララ錠 50mg 

→常用からの採用区分変更のため、DI省略 

 

【院外】ディナゲスト錠 0.5mg 

【禁忌】 

（1）診断のつかない異常性器出血のある患者［類似疾患（悪性腫瘍等）のおそれがある。］ 

（2）妊婦又は妊娠している可能性のある女性 

（3）本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

（4）高度の子宮腫大又は重度の貧血のある患者［出血症状が増悪し、大量出血を起こすおそれがある。］ 

【一般名】 

ジエノゲスト 

【効能・効果】 

月経困難症 

【用法・用量】 

通常、成人にはジエノゲストとして1日1mgを2回に分け、月経周期2～5日目より経口投与する。 

【重大な副作用】 

重篤な不正出血、重度の貧血、アナフィラキシー 

【重要な潜在的リスク】 

20歳未満の症例における骨密度への影響 

 

【院外】スペリア錠 200mg 

→常用からの採用区分変更のため、DI省略 

 

【院外】レイアタッツカプセル 150mg 

→患者限定からの採用区分変更のため、DI省略 

 

【院外】ジゴシン錠 0.25mg 

→常用からの採用区分変更のため、DI省略 

 

【院外】モンテルカスト錠 5mg「KN」 

→常用からの採用区分変更のため、DI省略 
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●注射オーダー● 

【科限】スキリージ皮下注 75mgシリンジ 0.83mL 

【警告】 

（1）本剤は結核等の感染症を含む緊急時に十分に対応出来る医療施設において、本剤についての十分な知識と

乾癬治療の十分な知識・経験をもつ医師のもとで、本剤による治療の有益性が危険性を上回ると判断され

る患者のみに使用すること。本剤は感染症のリスクを増大させる可能性がある。また、結核の既往歴を有

する患者では結核を活動化させる可能性がある。また、本剤との関連性は明らかではないが、悪性腫瘍の

発現が報告されている。治療開始に先立ち、本剤が疾病を完治させる薬剤でないことも含め、本剤の有効

性及び危険性を患者に十分説明し、患者が理解したことを確認した上で治療を開始すること。 

（2）重篤な感染症 

ウイルス及び細菌等による重篤な感染症が報告されているため、十分な観察を行うなど感染症の発症に注

意し、本剤投与後に感染症の徴候又は症状があらわれた場合には、速やかに担当医に連絡するよう患者を

指導すること。 

（3）本剤の治療を開始する前に、光線療法を含む既存の全身療法（生物製剤を除く）の適用を十分に勘案する

こと。 

【禁忌】 

（1）重篤な感染症の患者［症状を悪化させるおそれがある。］ 

（2）活動性結核の患者［症状を悪化させるおそれがある。］ 

（3）本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

【一般名】 

リサンキズマブ（遺伝子組み換え） 

【効能・効果】 

既存治療で効果不十分な下記疾患 

尋常性乾癬、関節症性乾癬、膿疱性乾癬、乾癬性紅皮症 

【用法・用量】 

通常、成人にはリサンキズマブ（遺伝子組換え）として、1回150mgを初回、4週後、以降12週間隔で皮下投与す

る。なお、患者の状態に応じて1回75mgを投与することができる。 

【重大な副作用】 

重篤な感染症、重篤な過敏症 

【重要な潜在的リスク】 

心血管系事象、悪性腫瘍、免疫原性、好中球減少 

 

【科限】ゴナックス皮下注用 240mg 

→ゴナックス皮下注用 80mg、同皮下注用 120mg の採用があるため、DI省略 

 

【科限】アイリーア硝子体内注射用キット 40mg/mL 

→アイリーア硝子体内注射液 40mg/mLからの切り替えのため、DI省略 

 

 



11 
 

【患限】ソマチュリン皮下注用 90mg 

→ソマチュリン皮下注用 120mgの採用があるため、DI省略 



 
12 

 

【5】インシデント事例からの注意喚起 

院内インシデント報告の中から、医薬品を安全に使用するために注意すべき事例などを挙げています。 

 

 
 
 
 
 薬剤の経管投与を行う際、簡易懸濁法を用いることがあります。簡易懸濁法とは、錠剤粉砕や脱カプセル

をせずに、錠剤・カプセル剤をそのまま温湯（約 55℃）に崩壊懸濁させて経鼻胃管、胃瘻、腸瘻より経管

投与する方法です。 

しかしながら病棟において、誤った投与方法によるルートの閉塞などが散見されています。下記に具体的

な方法（シリンジ法およびクイックバッグ法）についてまとめましたのでご参照下さい。なお、簡易懸濁を

行うにあたり、投与する薬剤が簡易懸濁可能か否かの確認は重要です。簡易懸濁の可否については薬剤部

HPに掲載しておりますのでそちらもあわせてご確認下さい。 

 

 

① 投与する薬剤が簡易懸濁可能か、薬剤部 HPにて確認する。 

② 投与する薬剤を下図のようにシリンジに入れる。 

 

 

 

 

 

 

③ 下図のように薬杯等に温湯（約 55℃）を量り取り、シリンジで約 20mL 吸う。 

 

 

 

 

 

 

④ そのまま約 10分間放置すると、懸濁化が認められる。 

 

 

 

 

 

 

⑤ チューブに接続し、懸濁液を注入する。閉塞予防のため、投与前後には少量の水でフラッシュを行う。 

⑥ やや溶け残ることがあるので、よく振って何度か温湯で洗ってから全て投与する。 

 

錠剤・カプセル剤・散剤の経管投与について 

 

 

 

【シリンジを用いる場合】 
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① 投与する薬剤が簡易懸濁可能か、薬剤部 HPにて確認する。 

② 投与する薬剤を下図のようにバッグ内に入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 下図のように温湯（約 55℃）をバッグの半分より少なめに（約 20～30mL）入れる。空気を抜いて、ジッパー

部を完全に閉める。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 5～10 分間放置し、目視で懸濁状態を確認する。薬剤が崩壊していない場合は指または薬さじ等で押しつぶ

す。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 手でコネクターを支え、バッグを握りしめる。圧力で弱シール部を開通させ注入する。注入後は温湯を入れ

てフラッシュを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

何かご不明な点があれば、病棟担当薬剤師もしくは 
医薬品情報管理室（内線：6108）までお問い合わせ下さい。 

【クイックバッグを用いる場合】 
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【6】医薬品に関わる医療安全情報 
詳細は日本医療機能評価機構 HP をご参照ください。 
医療安全情報 No.165 http://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_165.pdf 
 
 
  

http://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_165.pdf
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